
廿
日
市
市
宮
内
工
業
団
地

西
井
塗
料
の
立
地
で
完
売

�株
西
井
塗
料
産
業
（
福
岡
市
博
多
区
東

比
恵
三
丁
目
、
西
井
一
史
社
長
）
は
、
廿

日
市
市
宮
内
工
業
団
地
三
―
四
に
広
島
営

業
所
を
着
工
し
た
。
こ
れ
で
、
同
団
地（
分

譲
面
積
一
一
・
七
�
）
は
完
売
し
た
。

用
地
一
四
七
一
�
�
に
平
屋
建
三
六
〇

�
�
の
倉
庫
兼
事
務
所
で
９
月
末
に
完
成

す
る
。
同
社
は
塗
料
全
般
を
扱
う
専
門
卸

で
０
７
年
度
は
売
上
高
二
一
六
億
円
を
計

上
。
福
岡
地
区
中
心
に
九
州
六
県
、
中
四

国
、
関
西
・
関
東
に
も
営
業
所
を
展
開
。

昨
年
９
月
に
は
広
島
事
務
所
（
西
区
己
斐

中
一
丁
目
）
を
開
設
し
て
い
た
。

久
保
田
酒
造

敬
老
の
日
名
入
れ
酒
を
発
売

久
保
田
酒
造
�株
（
安
佐
北
区
可
部
二
丁

目
三
四
―
二
四
、
久
保
田
文
也
社
長
）は
、

９
月
１５
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
ラ
ベ
ル

に
贈
る
相
手
の
名
前
を
入
れ
た
、
蔵
元
直

送
の
限
定
大
吟
醸
酒
と
米
焼
酎
を
ネ
ッ
ト

通
販
専
用
で
発
売
す
る
。

「
思
い
出
に
残
る
世
界
に
一
本
だ
け
の

贈
り
物
」
と
銘
打
ち
、
贈
り
主
と
指
定
す

る
相
手
の
名
前
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
書
道

有
段
者
の
久
保
田
貴
八
郎
専
務
が
書
い
て

ラ
ベ
ル
を
作
成
す
る
。
大
吟
醸
酒
は
県
産

酒
造
好
適
米
の
千
本
錦
を
四
〇
％
精
米
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
は
一
六
・
三
度
、
日
本
酒

度
は
プ
ラ
ス
五
。
一
本
五
〇
〇
〇
円
。
米

焼
酎
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
は
二
五
度
で
同
四

〇
〇
〇
円
。
申
し
込
み
はhttp://item

.r
akuten.co.jp/hishim

asam
une/c/00

00000136/

広
越
グ
ル
ー
プ

５９
周
年
創
業
感
謝
祭

五
九
周
年
を
迎
え
た
広
越
�株
（
越
智
基

浩
社
長
）
は
、
９
月
末
ま
で
「
広
越
で
、

５

９

す
ご
ー
く
、
満
足
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
グ
ル
ー
プ
三
三
店
で
ヒ
ロ
コ
シ

創
業
感
謝
祭
２
０
０
８
を
開
く
。

各
店
で
募
集
し
た
独
自
の
「
こ
だ
わ
り

と
楽
し
さ
」
を
、
料
理
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
で
具
体
的
に
提
供
。
期
間
中
の
来
店

客
全
員
を
対
象
に
応
募
用
紙
を
用
意
し
、

抽
選
で
五
九
人
に
一
万
円
分
の
ヒ
ロ
コ
シ

共
通
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

手
づ
く
り
フ
ェ
ア

１１
月
に
県
産
業
会
館
で
開
催

手
づ
く
り
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
広
島
実
行
委
員

会（
山
仲
一
二
委
員
長
�
ト
ー
ホ
ー
�株
社
長
）

は
、１１
月
８
、９
日
に
広
島
産
業
会
館
で「
第

１０
回
手
づ
く
り
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
広
島
」を
開
く
。

ホ
ビ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
手
芸
な
ど
の
手
づ

く
り
作
品
・
道
具
・
材
料
を
展
示
す
る
。

広
島
手
づ
く
り
大
賞
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作

品
展
、
粘
土
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
教

室
も
開
催
。
昨
年
は
二
日
間
で
一
万
五
〇

〇
〇
人
が
来
場
し
た
。
�電
二
三
七
―
五
一

五
一
（
ト
ー
ホ
ー
）。

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
に

感
染
す
る
五
�
ほ
ど

の
細
菌
で
す
。
世
界

全
体
の
約
五
〇
％
が

感
染
し
、
日
本
に
お

け
る
感
染
者
は
約
六
〇
〇
〇
万
人
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
正
確
な
感
染
経
路
は
特
定
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
便
か
ら
口
へ
の
感
染
の
可

能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
地
域

の
環
境
衛
生
状
態
が
感
染
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
に
お
い
て
も

衛
生
状
態
が
ま
だ
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
ろ
に
生
活
を
し
て
い
た
中
高
年
に
感
染

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
は
慢
性

胃
炎
、
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
マ
ル
ト
リ

ン
パ
腫
（
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
一
種
）
や
胃
癌
の

原
因
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
疾
患
と
し
て
虚
血
性
心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
、

片
頭
痛
、
慢
性
蕁
麻
疹
、
特
発
性
血
小
板
減
少

性
紫
班
病
な
ど
の
多
く
の
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
感
染
に
高
食
塩
摂
取
や
高
血
糖
が
加

わ
る
こ
と
に
よ
り
胃
癌
発
症
の
リ
ス
ク
が
増
加

す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
た
場
合
の
診
断
は
、

内
視
鏡
を
用
い
る
検
査
と
内
視
鏡
を
用
い
な
い

検
査
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
前
者
に
は
迅
速
ウ

レ
ア
ー
ゼ
試
験
、
病
理
組
織
検
査
、
培
養
法
が

あ
り
ま
す
。
後
者
に
は
血
清
・
尿
抗
体
法
、
尿

素
呼
気
試
験
、
便
中
抗
原
法
が
あ
り
ま
す
。
感

染
診
断
に
は
、
ど
の
方
法
を
使
用
し
て
も
九
〇

％
以
上
の
感
度
特
異
度
が
あ
り
、
有
意
差
を
認

め
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
は
除
菌
療
法
後
は
尿
素

呼
気
試
験
と
便
中
抗
原
法
を
用
い
て
治
療
の
成

否
を
判
定
し
て
い
ま
す
。日
本
で
は
２
０
０
０

年
に
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
が
保
険
適
応
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
保
険
適
応
と
な
っ
て
い
る

一
次
除
菌
法
は
、
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
イ
ン
ヒ
ビ

タ
ー
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）、
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
（
Ｃ

Ａ
Ｍ
）、
ア
モ
キ
シ
シ
リ
ン
（
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）
の
三

剤
併
用
療
法
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
三
種
類
の
薬
剤
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
方
は
投
与
で
き
ま
せ
ん
が
、
三
剤
併
用
療

法
の
副
作
用
と
し
て
下
痢
が
あ
る
以
外
に
は
重

篤
な
副
作
用
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
比
較

的
安
心
し
て
薬
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
除

菌
成
功
率
は
約
八
〇
％
前
後
で
す
が
、
失
敗
し

た
時
の
二
次
除
菌
法
も
昨
年
許
可
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
成
功
す
れ
ば
、
胃

潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
癌
だ
け
で
は
な
く

多
く
の
関
連
疾
患
か
ら
開
放
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
胃
の
悩

み
の
あ
る
方
は
、
一

度
か
か
り
つ
け
の
先

生
に
相
談
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

相
談
す
る
価
値
は
あ

り
ま
す
よ
。

ピ
ロ
リ
菌
と
は
？

広
島
市
西
区
医
師
会
理
事

平
林
内
科
医
院
院
長

平
林

一
郎

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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